
ハイパーＭＩＤＩレッスン（１）

　◆Hyper MIDI LessonはＣＭＩ
　ＣＭＩはコンピュータによる教育（指導）管理のシステ
ムですので個々の生徒の管理を主たる目的としていま
す。音楽の授業では一過性の消えゆく演奏情報や同時多
発の子供たちの演奏をどう記録するのかとかどう活用す
るのかが人間教師の能力の限界との関係で大きな課題で
した。その一つの解決策が徹底した個別指導ですが、一斉
授業を建前とする我が国の教育制度では個人がどうで
あったかは余程巧いか余程拙い以外は殆ど注目されるこ
とがなかったのです。
　私が１９９３年に開発したハイパーＭＩＤＩレッスン
はMIEと同様マッキントッシュのハイパーカードで動く
個別及び集団のためのＣＭＩソフトです。残念ながらＷ
ｉｎｄｏｗｓのためにはまだ開発していませんし、ＵＳ
Ｂにも対応していませんがそのコンセプトだけでも紹介
したいと思います。
　このソフトは複数台のアンサンブルオルガン（例えば
ヤマハのＤＥ６３７Ｓ）とマッキントッシュというハー
ドウエア構成になっています。現在ではＵＳＢなどを
使ったＭＩＤＩインターフェイスがあり、多くの場合そ
れは複数のポート（ＭＩＤＩ信号の入出力口）を持ってい
ますので問題有りませんが、このソフトではプリンタ
ポートとモデムポートという二つのＲＳポートを利用す
る仕様になっていますので、複数台のアンサンブルオル
ガンとの交流は切り替え式になっています。そのための
切り替え装置としてローランドのＡ－８８０等も必要で
す。さらに発展形として、複数のシンセサイザーのための
アンサンブルシステムとしても利用できます。
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図１はハイパーカードの最初のページであるHOMEの図
です。機能的には普通のH O M E にE a r L e v e l 社の
HyperMidi2.0 のリソースが埋め込まれていないと働きま
せん。このページからは１年１組から６年３組までの１
８クラス分のクラスカード（図２）にジャンプできます。

このカードには指導用オルガンと自動演奏ピアノとアン
サンブルオルガンの絵があります。
　画面左下半分はシーケンサです。このなかのファイル
読み込みボタンで教材ファイルを読み込むことができま
す。それを自動ピアノで演奏させたければグランドピア
ノの絵をクリックすればよいのです。アンサンブルオル
ガンを演奏させたければアンサンブルオルガンの絵をク
リックします。さらに特定のパート（１～６）のスライ
ダーで各パートのバランスを変えることや、移調やテン
ポ変化も調節できます。元のデータがメトロノームに
従って記録されている場合にはマッキントッシュのス
ペースバーで任意のテンポをリアルタイムに叩き出すこ
ともできます。このソフトには次の３種のシーケンサが
あります。
①共有シーケンサ①共有シーケンサ①共有シーケンサ①共有シーケンサ①共有シーケンサ（（（（（教教教教教材材材材材フフフフファァァァァイイイイイルルルルル用用用用用）））））
　すべての班カードに共通のシーケンサで教材ファイル
を呼び出したり演奏させたりするのに使います。１～１
６までのチャンネルに対応していますが、アンサンブル
オルガンにＭＩＤＩデータを送るのには６チャンネルで
良いので、チャンネルボリュームは１～６までしか変更
できません。テンポや調を変更することも可能ですし、ピ



アノプレヤーにデータ（但し１ｃｈのみ）を送り出したり
できます。
②班専用シーケンサ②班専用シーケンサ②班専用シーケンサ②班専用シーケンサ②班専用シーケンサ（（（（（イイイイインンンンンスススススタタタタタンンンンントトトトトシシシシシーーーーーケケケケケンンンンンサササササ）））））
　班カードごとに独立したシーケンサでインプットバッ
ファから入力される（つまりこの班の６人の）演奏を取り
込んで演奏したり、任意のパートや組み合わせで演奏し
たりできる他、共有シーケンサのデータを瞬時に取り込
むことができます。共有シーケンサの演奏に合わせて演
奏される班演奏も取り込むことができます。勿論結果を
標準ＭＩＤＩファイル形式でセーブすることもできま
す。７班で７つ用意されています。
③個別シーケンサ③個別シーケンサ③個別シーケンサ③個別シーケンサ③個別シーケンサ
　個人の演奏（１０００音程度まで）を記録再生できる不
揮発性のメモリ。４２名分用意されており、音の記録簿と
しても活用できます。
　図３は班カードです。通常７枚の班カードがクラス
カードに含まれています。
このカードでは次のようなことができます。
①クラスカードと同じ再生編集機能があります。
②【インスタントシーケンサー】と呼ぶ超高速のシーケン
サがあり、１班のアンサンブルオルガンで演奏される演
奏を瞬時に取り込んで演奏したり、セーブしたりできま
す。こどもの演奏以外のデータも活用できます。

現在共有シーケンサに取り込まれ
ている曲を班用のインスタント
シーケンサに瞬時に取り込む

現在表示されている班の全員の
アンサンブル演奏を専用メモリに
取り込む

班データを演奏する。もう一度
クリックすると演奏停止

ボリュームスライダーの初期化

テンポスライダー（上下させ
る）

テンポスライダーをリセット

強制的に音を止める
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パート演奏を全体演奏に戻す。

移調を元の調に戻す。

移調のためのスライダー。（上下）

演奏に先立って又は演奏中にこれをク
リックすると、そのパートだけが演奏さ
れる。
Ａ～Ｆまでの任意のパート。

インスタントシーケンサの内
容をファイルにおとす。

この場所に座っている生徒のデータ
を保存したり演奏したりする不揮発
性メモリ（４０名分用意）

インプットバッファの初期化

この場所（チャンネル）の生徒の音色を変更す
るスライダー。
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③特定の児童の演奏だけを取り出したり、逆にキャンセ
ルしたり、任意の組み合わせで演奏したり出来ます。
④６人分の不揮発性メモリーが独立してあり、それぞれ
の座席位置の氏名をクリックすれば瞬時に演奏すること
ができます。電源を切っても氏名や演奏は残りますので
音の個人メモとして活用できます。
⑤それぞれの座席のアンサンブルオルガンの音色をコン
ピュータ側からリモートコントロールで変更できます。


